
英語教育改善プラン推進事業
第１回ワーキング会議

令和３年６月２３日（水）

山梨県総合教育センター

義務教育課・高校教育課
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○小・中・高等学校を通じ，「CAN‐DOリスト」
に基づくパフォーマンス課題を年間指導計画に
位置付け，指導・評価するモデルの実施。

○評価の視点を明確にし，教師の指導改善や児童
生徒の学習改善を具体化。

○より妥当性・信頼性・持続性のある評価方法の
確立。

○児童生徒が実際のコミュニケーション場面を想
定したパフォーマンス課題に取り組むことで，
自分の考えや気持ちを英語で伝え合う力の育成。

山梨県英語教育改善プラン推進事業 （令和３年度～令和４年度）

○W.Gで検討したパフォーマンス課題や
評価，指導計画等の実践

○研究授業の公開

児童生徒の

英語発信力向上

※１ CAN-DOリスト：外国語における４技能５領域ごとに「～することができる」という学習到達目標を記述したもの。

県下に波及する効果

【事業目的】
小・中・高等学校を通じて，グローバル社会に生きる児童生徒に求められる英語による発信力を向上させるために，
実際の目的・場面・状況に応じた英語を活用する課題（パフォーマンス課題）を設定し，指導・評価するモデルを構築する。

【背景】
○第三期教育振興基本計画（2018～2022）及び新学習指導要領。
○グローバル化の進展に伴い，国内外の様々な場面において，外国語で躊
躇なく意見を述べ，他者と交流し，共生する力の育成が求められる。

○外国語教育の強化（小学校外国語教科化，中学校卒業時の英語力CEFR 
A1 50%以上，高等学校卒業時の英語力CEFR A2 50%以上）

【課題】
○「話すこと」において妥当性・信頼性のある評価の実施が課題。
○国の各調査結果から，中・高校生の「話すこと」「書くこと」に課題。
○中学校卒業時の生徒の英語力 山梨県35.5％ 全国44.0％
高等学校卒業時の生徒の英語力 山梨県44.7% 全国43.6%

○「CAN‐DOリスト」※1の学習指導・評価への活用が課題。

○パフォーマンス課題や評価，
指導計画等の検討

○研究指定校での実践，検証結果の分析
○授業改善の方策を提示

評価改善ワーキンググループ（W.G）

【事業内容】
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○パフォーマンス課題や評価，
指導計画等の原案作成

研究指定校

研究指定校 山梨県

教育委員会

・外部有識者 ・研究指定校教員
・英語教育推進リーダー ・県指導主事

評価改善ワーキンググループ（W.G）

・小学校６校 ・中学校４校 ・高等学校２校

研究指定校

評価改善ワーキンググループ（W.G）
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事業目的
①小・中・高等学校を通じて，②グローバル社会に生きる児童生
徒に求められる英語による発信力を向上させるために，③実際の
目的・場面・状況に応じた英語を活用する課題（パフォーマンス
課題）を設定し，④指導・評価するモデルを構築する。

①小・中・高連携・接続
【情報交換・交流】 学習・指導・評価における内容や方法等

【カリキュラム】 各校種「学習指導要領領域別目標」

各校「CAN-DOリスト」学習到達目標 （※CEFR・山梨県版）

②山梨県の課題（全国学調・英語教育実施状況調査結果より）
山梨県学校教育指導重点の一つ
「話すこと［やり取り］」・「話すこと［発表］」・「書くこと」
※受容技能「聞くこと」「読むこと」も研究の対象

複数の領域を統合した言語活動
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事業目的
①小・中・高等学校を通じて，②グローバル社会に生きる児童生
徒に求められる英語による発信力を向上させるために，③実際の
目的・場面・状況に応じた英語を活用する課題（パフォーマンス
課題）を設定し，④指導・評価するモデルを構築する。

③パフォーマンス課題の充実・在り方
パフォーマンス評価（ルーブリック・ＩＣＴ活用等）の充実・在り方
＝言語活動の充実・在り方

④「指導と評価の一体化」（バックワードデザイン）
＝授業改善
提案授業をインターネット配信（オンラインで配信）
指導案や成果物を教育委員会のHP等にアップ
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評価改善ワーキング ３０名程度
○有識者アドバイザー ４名

座長 ：田中武夫教授（山梨大学）
小学校 ：酒井英樹教授（信州大学）
中学校 ：太田洋教授（東京家政大学）
高等学校：亀谷みゆき教授（朝日大学）

○研究指定校 １２名
○英語教育推進リーダー ３名
○総合教育センター指導主事 ４名
○教育事務所・甲府市教委指導主事 ５名
○義務教育課・高校教育課指導主事 ３名

評価改善ワーキンググループ（W.G.）

※第１回 ６月２３日（水） 県総合教育センター③④⑤ 14：30～1６：４５
第２回 ９月 ９日（木）小・高 県総合教育センター①④⑤ 14：30～1６：４５

９月２７日（月） 中 県総合教育センター⑤ 14：30～1６：４５
第３回 ２月２４日（木） 県総合教育センター①④⑤ 14：30～1６：４５

【原案作成】
【検討】
【分析】
【提示】
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研究指定校

常永小 ：小中接続を意識したCAN-DOリストの整備・バックワードデザインによる授業
設計「話すこと［やり取り］」・効率的かつ信頼性・妥当性の高い評価法の模索

小立小 ：パフォーマンス評価・外国語活動及び外国語科の授業づくり・振り返りシート
韮崎小 ：思考力，判断力，表現力の育成・相手意識・一人一台端末による言語活動の

充実・CAN-DOリストに基づいたパフォーマンス評価の妥当性
加納岩小：パフォーマンス評価・ルーブリック・バックワードデザインを意識した指導と児童

の実態に即した評価の一体化
睦合小 ：CAN-DOリスト，Challengeリストの作成・パフォーマンス課題・教材作成
丹波小 ：CAN-DOリストに基づく授業改善・話すこと［やり取り］のパフォーマンス評価
押原中 ：話すこと［やり取り］（即興性）・Small Talk の持続的かつ計画的な実施・

パフォーマンス評価・バックワードデザイン・小中校連携（CAN-DOリスト）
湖南中 ：話すこと［やり取り］（即興性）・Small Talk・パフォーマンステスト・ルーブリック
南西中 ：話すこと［やり取り］（即興性）・一人一台端末を用いた効果的な指導と評価・

生徒にとってわかりやすいルーブリックの作成
長坂中 ：話すこと［やり取り］から書くことへ・パフォーマンス課題・小中連携

論理的に思考し，表現する力，大切な部分を読み取る力
甲府昭和高校：４技能５領域版CAN-DOリスト・話すこと［やり取り］の

パフォーマンステスト
富士河口湖高校： ４技能５領域版CAN-DOリスト・話すこと［やり取り］の

パフォーマンステスト・ルーブリックによる評価，検証

【授業改善・評価改善】
【実践】
【公表】※各校から出されたキーワード 6/23現在
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○研究指定校への継続的な指導・支援
学校訪問・学習会等

○事業取組や成果の周知
・教育課程説明会（中：８月４日・小：６日）・教育課程研究会（年間４回）
・小・中・高連携研修会（８月１０日（火）教育センター）

・小学校英語専科教員研修会（９月１４日（火）教育センター）
・中学校英語教諭対象学習会（１０月１２日（火）教育センター）

・高等学校英語科研修会（６月１０日(木)・９月７日(火)・１１月１２日(金)）

・県総合教育センター各種研修 ※山田教科調査官・市川学力調査官来県

・山梨県教育委員会ＨＰ等で周知
・令和４年度末成果発表会

○研究授業や研修内容のインターネット配信
・民間企業による提案授業の撮影・YouTube限定アーカイブ配信
（最大６本程度：３～４日間で午前１本・午後１本）

・県教委によるZoomオンライン配信
(上記以外の提案授業と研究会・年３回ワーキング)

【指導・支援】
【周知】

【インターネット配信】

山梨県教育委員会
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平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査
中学校・英語「話すこと［やり取り］」

山梨県 正答率 9.4%
全 国 正答率10.5%

（参考値）

9



10



「質問したり答えたりしながらやり取りする力」を育成する
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「質問したり答えたりしながらやり取りする力」を育成する
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「質問したり答えたりしながらやり取りする力」を育成する
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48.5%

「質問したり答えたりしながらやり取りする力」を育成する
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「質問したり答えたりしながらやり取りする力」を育成する
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△情報や考えなどを即興でやり取りすること。
△相手の発話の内容を踏まえて，関連した質問や意見を述べて，対話を継続

させていくこと。
△やり取りの内容を理解していないか，何を問われているか理解していない

ため，適切な英語で応答できない。
△いつ自分の発話機会が訪れるか分からない状況で，話されているやり取

りを聞きながら，即興で応じることに慣れていない。

【課題（分析結果）】

○日頃の授業で継続的にやり取りをする機会を増やし，質問をしたり答えた
りしながらやり取りすることができる力を育てる。＝ 帯活動

〇準備時間を設けず，最初から即興で伝え合う場面を設定する。
※必要に応じて，簡単なメモを見て話す支援もできる。

〇教師自身が対話を継続・発展させる方法（ストラテジー）を用いて生徒と
やり取りすることでモデルを示す。

〇既習の教科書を用いて，本文中の対話にどのようなストラテジーが使われ
ているかを生徒に振り返らせることも，生徒自身がそれらの有用性に気付
き，意識的に使用することができるようになるために有効。

【学習指導に当たって】
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「この単元でどのような力を身につける」
のかという活動の目的を生徒と共有する。

マッピングやメモを基に，情報や
自分の考え，気持ちなどを伝える。

聞き返す / 確かめる/ 相づち / つなぎ言葉 /
答えに新たな情報を加える / 関連した質問 等

言語活動を通して何度
も繰り返される。

単元の目標に照らした振り返り
（内容面・言語面）

パフォーマンス評価
（テスト） 17



「質問したり答えたりしながらやり取りする力」を育成する
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英語教育改善プラン推進事業

Yamanashi Model 構築
～「話すこと［やり取り］」を中心とした発信力向上を目指して～
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

研究内容 イメージ図

「話すこと［やり取り］」
目標と指導と評価の一体化

Unit1 Unit２ Unit３

言語活動

パフォーマンス評価（ルーブリック）
３観点評価・一体的に見取る

信頼性・妥当性

小・中・高を通じたCAN-DOリストに基づく
パフォーマンス課題を年間指導計画に位置付ける

・・・・・・

言語活動 言語活動

指導 ・・・

帯活動（スモールトーク）・中間指導・気づき
思判表：適切さ（内容面）と知技：正確さ（言語面）

言語活動を通して，資質・能力を育成

主体的に学習に取り組む態度

「記録に残す評価」
信頼性・妥当性

振り返りシート等
ICT活用（１人１台端末）

目的や場面，状況等に応じて，自分の考えや気持ちなどを伝え合う言語活動

「指導に生かす評価」

指導・・・

評価 評価・・・
学
期
末
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Ⅰ 話すこと［やり取り］（スモールトーク）

Ⅱ 言語活動の充実

Ⅲ パフォーマンス評価

Yamanashi Model 

３本の柱

ルーブリック

振り返りシート

Yamanashi Model 

支える要素
CAN-DOリスト

小・中・高連携
・・・ 21



Ⅰ 話すこと［やり取り］（スモールトーク）

身近な話題や社会的な話題について，既習事項を使った即興的なやり取りを
継続すること。授業の導入や，教科書内のどの活動でも，教科書本文内容を
使っても可。

Ⅱ 言語活動の充実

「目的・場面・状況等」に応じて, 習った表現を用いて，児童生徒が思考・判断
しながら，自分の考えや気持ちなどを伝え合う活動。形式的なドリルは，言語活
動ではない。身近な話題から社会的な話題まで考えられる。

※話すこと（やり取り）における考え方
※複数の領域を統合した言語活動も可

Ⅲ パフォーマンス評価

言語活動でパフォーマンス（やり取り）を行ってみることで，何ができて，何がで
きていないかを児童生徒に気付かせ，共有し，次のパフォーマンスで改善するこ
とを目指し，自己調整を繰り返し行っていくこと。（中間指導）
そのために指導・評価観点となる「ルーブリック」や自己調整を行うための「振
り返りシート」が必要。信頼性，妥当性あるパフォーマンス評価を実践。

Yamanashi Model 

３本の柱
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CAN-DOリスト

小中高を通じて，できるようになってほしい力のイメージを教師および児童生徒
と共有。教師にとっては，指導の方向性や言語活動の位置づけを確かめたり，
児童生徒にとっては，何をどこまでできるようになっているかを確かめたりするも
の。「自律（立）的学習者」の育成を目指す。

小・中・高連携

①情報交換（授業参観等）
②交流（研究会等）

＝学習・指導・評価における内容や方法等の共有
（言語活動・言語材料・教材等の共有）

※各学校・地教委 等
③カリキュラム

＝目標と評価の共有
小・中・高を貫く山梨県版CAN-DOリスト・年間指導計画に位置付けた
パフォーマンス課題例の提案

※ワーキンググループ・県教委 等

Yamanashi Model 

支える要素
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ルーブリック

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」の3
観点があるとよい。信頼性・妥当性あるパフォーマンス評価（改善）を行うため
に，教師と児童生徒が共有する。表現技能（話すこと・書くこと）では，知技：英
語使用の正しさ・正確さ，思判表：（目的・場面・状況に応じた）表現内容の適切さ，
主体：言語活動で表出した態度 を一体的に評価することもできる。

振り返りシート

言語活動やパフォーマンス評価において，自分ができたこと，できなかったこと，
改善したいこと，考えたことなどを記録させ，客観的に自分のパフォーマンスを
振り返らせる。パフォーマンスとともに振り返りをICT機器に残すこともできる。

「スモールトーク」や「言語活動」の中での中間指導において，
「ルーブリック」に記されている評価観点（＝育成したい力）を，
児童生徒に気付かせ，繰り返し共有し，最終的なパフォーマンステ
ストで評価を行う。

Yamanashi Model 

支える要素
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【参考資料】小中高連携について
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４月 指定校連絡会議（２２日）
指定校：第１回アンケート実施（～５月上旬）

５月 指定校・県教委準備（指定校訪問・学習会等）
「事業計画書」等の提出

６月 指定校・県教委準備（指定校訪問・学習会等）
第１回ワーキング（２３日） ※太田洋教授は，１５：３０～ Zoomで参加予定
・事業概要，全体計画の確認
・４月のアンケート分析
・大学有識者（アドバイザー）からの指導助言
※１学期に行った（行う）パフォーマンス課題・ルーブリック 持ち寄り

７月 指定校訪問・学習会等

８月 小・中・高連携研修会（１０日） ※講師：太田洋教授
富士河口湖町地区（小立小・河口湖南中・富士河口湖高校）発表

R３ 年間計画（１学期） ※年間計画については，変更の可能性あり。
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９月 第２回ワーキング（小・高：９日 中：２７日）
・指導案検討（１０月・１１月・１２月の授業にむけて）
・山梨県版CAN-DOリストに基づいたパフォーマンス課題例の提示
（２学期末に向けて）
・８月の研修会の振り返り

１０月 提案授業 【韮崎小】
提案授業 【○○小・中・高】

１１月 提案授業 【常永小】
提案授業 【長坂中】
提案授業 【○○小・中・高】
パフォーマンス評価の実施（指定校）

１２月 提案授業 【押原中】・【甲府昭和高校】
提案授業 【○○小・中・高】
パフォーマンス評価の実施（指定校）

R３ 年間計画（２学期） ※年間計画については，変更の可能性あり。

６月中には，提案授業
のスケジュールを調整・
決定したいと思います。
各校種の指導主事と
連絡をとってください。
決定次第，一覧表にま
とめて，送付します。
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１月 提案授業【○○小・中・高】
研究指定校によるZoomオンライン研究会を予定
指定校：第２回アンケート実施（～１月下旬） ※２月４日提出〆切

２月 第３回ワーキング（２４日）
・１０月～提案授業の振り返り
・山梨県版CAN-DOリストに基づいたパフォーマンス評価の振り返り
・R３年度の振り返り，成果の共有・普及について
・R4年度に向けて（成果発表会等）
R3年度委託事業報告 / R4年度委託事業申請

３月 義務教育課ＨＰ等に成果物をアップ
R3年度委託事業報告 / R4年度委託事業申請

R３ 年間計画（３学期） ※年間計画については，変更の可能性あり。
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英語教育改善プラン推進事業
第１回研究指定校アンケート結果

小学校（教員用・児童用） 中学校（教員用・生徒用） 高等学校（教員用・生徒用）

○目的
本事業を通して，英語担当教師が授業改善（指導改善・評価改善）を行う

とともに，児童生徒が学習改善をしながら，英語による発信力を向上させて
いく変容を見取る。また，本事業の成果と課題を明確化するツールとする。

○対象
教員：外国語（英語）担当教師全員（外国語活動・外国語科担当教師）
児童生徒：外国語（英語）を学習している児童・生徒全員

○時期
第１回：４月下旬～５月上旬 ※提出期限：５月２１日（金）
第２回：１月中旬～１月下旬 ※提出期限：２月 ４日（金）

○方法
・Google フォーム or Microsoft Forms
・Ｅｘｃｅｌ

〇結果 別紙参照 30
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Thank you for your attention.
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